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令
和
最
初
の
6
月
議
会
定
例
会

の
最
終
日
、
一
般
質
問
に
5
氏
が

登
壇
し
た
。
傍
聴
者
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
質
問
は
農
業
振
興
策

や
福
祉
施
策
、
災
害
対
策
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
3
氏
が
質
問
時
間

の
55
分
を
使
い
切
る
な
ど
、
町
当

局
と
の
議
論
は
白
熱
し
緊
張
感
が

伝
わ
る
議
会
と
な
っ
た
。
 

　
あ
る
会
合
で
、
ひ
と
り
の
青
年

に
「
議
会
だ
よ
り
」
は
見
よ
う
と
思

わ
な
い
と
言
わ
れ
た
。
 

 
町
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
る

私
た
ち
議
員
の
活
動
を
伝
え
る
た

め
に
、
何
が
足
り
な
い
の
か
。
な
に

が
必
要
な
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
一
言
で
あ
っ
た
。
 

（
記
　
腰
山
良
悦
） 

●
議
会
広
報
編
集
委
員
会
 

委

員

長
　
皆
　
川
　
鉄
　
也
 

副
委
員
長
　
笠
　
原
　
吉
　
範
 

委
　
　
員
　
奈
　
良
　
聡
　
子
 

委
　
　
員
　
山
　
本
　
優
　
人
 

委
　
　
員
　
腰
　
山
　
良
　
悦
 

後 

集 

編 

記 

Ｑ１.今では知らない人がいない「峰神太鼓」
ですが、近年の活動状況は。 

Ａ：現在メンバーは１０名で、町の文化祭や
町内のイベントなどに出演しています。 

 
Ｑ２.活動を始めたきっかけを教えてください。 
Ａ：平成１２年に旧峰浜村に太鼓の寄付があ
り、それを活用した村興し事業として、メ
ンバーの募集がされました。当時は３０
名ほどが集まっていたと思います。当初
からのメンバーは６名います。 

 
Ｑ３.仲間をどうやって集めましたか。 
Ａ：当初は村が募集しましたが、最近はメン
バーが友人をスカウトして集めました。 

 
Ｑ４.長く活動する秘訣はありますか。 
Ａ：お互いに仕事とか子育てとか、様々状況
が変化していますので、積極的に参加出
来ない時期もあったりします。そんな時は、
お互いのペースを認め合うということで
しょうか・・・。 

 

Ｑ５.今までで最高に思い出に残った演奏は。
どこで行ったものですか。 

Ａ：始めて２年目くらいだと思いますが・・・、
福島県の飯坂温泉太鼓フェスティバルに
参加したことがありました。唯一の県外
での演奏でした。 

 
Ｑ６.活動してきて苦労したことは。活動の
障害となっているものは。 

Ａ：練習の拠点（峰栄館）も使わせてもらい、
年に数回の出演の機会にも恵まれ、マイ
ペースで続けていますので、特に障害は
ありませんが・・・、年齢でしょうか（笑） 

 
Ｑ７.今後の展望や抱負を教えてください。 
Ａ：今後も活動を継続できるよう、マイペー
スで続けていきます。 

 
Ｑ８.最後に町民に向けて一言お願いします。 
Ａ：峰神太鼓の応援、よろしくお願いいたし
ます。 

  

代表 
米森　博孝 
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一 般  質 問 一 般  質 問 

山本　優人 議員 

ハタハタ館の代表も務めているが… 

外
郭
団
体
等
の
 

　
　
　
　
　
代
表
辞
任
を
 

町
長
　
今
後
の
役
員
会
で
 

検
討
す
る
 

山
本
 

町
長
 

町
長
は
、
自

ら
の
判
断
と

責
任
に
よ
り
徹
底
し
た
効

率
化
、
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
財
政
規
律
の
強
化

に
努
め
、
第
三
セ
ク
タ
ー

の
経
営
が
著
し
く
悪
化
し

て
い
る
場
合
は
、
将
来
的

に
多
額
の
財
政
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
行
っ
て
い
る

事
業
そ
の
も
の
の
意
義
・

必
要
性
・
公
共
性
・
採
算

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

事
業
継
続
の
是
非
や
事
業

手
法
の
選
択
に
つ
い
て
存

廃
を
含
め
て
判
断
を
行
う

監
督
的
立
場
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
外
郭
団
体
等
の
代

表
の
職
を
兼
ね
る
べ
き
で

は
な
い
。
 

外
郭
団
体
等

の
代
表
の
職

に
関
し
て
は
、
ハ
タ
ハ
タ

館
の
よ
う
に
第
三
セ
ク
タ

ー
だ
か
ら
「
町
長
が
代
表

と
な
る
」
と
い
う
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。
会
社
の

定
款
に
基
づ
き
、
取
締
役

会
の
決
議
を
も
っ
て
社
長

が
選
任
さ
れ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
経
営
改
革

を
進
め
て
い
く
体
制
を
強

化
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る

の
で
、
少
し
時
間
を
も
ら

っ
て
経
営
の
動
向
を
見
極

め
た
い
。
 

会
社
の
運
営

は
財
務
運
営

を
慎
重
に
し
、
第
三
セ
ク

タ
ー
で
あ
る
が
ゆ
え
に
金

が
回
ら
な
く
な
る
と
、
町

で
ま
た
貸
付
す
る
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
し
っ

か
り
そ
の
社
長
職
を
や
っ

て
も
ら
わ
な
い
と
駄
目
だ
。

就
任
か
ら
、

１
年
も
や
っ

て
み
な
い
で
即
駄
目
だ
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

し
、
町
と
し
て
大
株
主
と

し
て
ど
う
い
う
形
の
関
わ

り
方
が
い
い
の
か
検
討
し

た
い
。
 

現
在
の
取
締

役
は
忙
し
い

名
士
で
出
席
で
き
て
な
い
。

本
当
に
経
営
者
と
し
て
ハ

タ
ハ
タ
館
を
立
ち
直
ら
せ

る
意
欲
の
あ
る
人
を
取
締

役
に
お
願
い
す
る
考
え
は
。
 

今
後
の
役
員

会
等
で
検
討

し
た
い
。
 

町
長
は
兼
職

と
し
て
未
だ

ハ
タ
ハ
タ
館
、
峰
浜
培
養
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治

会
会
長
等
あ
ま
り
に
も
多

過
ぎ
て
代
表
職
は
や
れ
な

い
と
考
え
る
の
で
辞
め
る

考
え
は
。
 

社
会
福
祉
協

議
会
会
長
、

自
治
会
会
長
は
次
期
は
辞

め
た
い
。
 

山
本
 

山
本
 

山
本
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

外出支援車 

見上　政子 議員 

通
学
路
の
安
全
対
策
を
 

町
長
　
県
に
改
善
を
依
頼
 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
 

　
　
　
　
　
　
　
拡
充
を
 

町
長
　「
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
 

調
整
会
議
」で
検
討
 

見
上
 

町
長
 

外
出
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
要

支
援
に
拡
充
や
運
転
手
の

要
員
を
増
や
す
考
え
は
な

い
か
。
次
に
介
護
4
・
5

の
在
宅
の
人
も
受
け
ら
れ

る
特
別
障
害
者
手
当
の
該

当
漏
れ
は
な
い
か
。
 

 

要
支
援
者
の

拡
大
要
件
に

つ
い
て
「
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
調
整
会
議
」
で
検
討
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
「
地
域
公
共
交
通
会

議
」
で
協
議
す
る
。
な
お
、

運
転
手
は
足
り
て
い
る
。
 

　
特
別
障
害
者
手
当
と
要

介
護
4
・
5
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
認
定
基
準
が
異

な
る
。
特
別
障
害
者
手
当

の
該
当
漏
れ
は
な
い
。
 

 

見
上
 
椿
台
、
蝦
夷

倉
・
目
名
潟

の
児
童
が
通
う
国
道
沿
い

は
危
険
で
あ
り
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
安
全
対
策

を
県
に
要
望
す
る
考
え
は
。
 

昨
年
、
関
係

機
関
と
通
学

路
合
同
点
検
を
行
い
、
安

全
対
策
の
検
討
、
改
善
を

依
頼
し
た
。
椿
台
交
差
点

か
ら
八
森
小
学
校
ま
で
の

通
学
路
は
今
年
度
か
ら
３

か
年
計
画
で
、
防
護
柵
の

設
置
工
事
が
実
施
さ
れ
る
。
 

　
峰
浜
小
学
校
通
学
路
に

つ
い
て
は
、
注
意
看
板
等

で
対
応
す
る
。
 

 

恒
久
的
な
水
資
源
の
 

　
　
　
　
　
　
　
確
保
を
 

町
長
　
国
県
に
要
望
し
て
い
く
 

山
本
 

町
長
 

恒
久
的
に
水

資
源
の
確
保

が
で
き
る
ダ
ム
が
必
要
だ
。
 

多
目
的
ダ
ム

等
の
灌
漑
施

設
を
国
や
県
に
要
望
。
ま

た
支
援
を
お
願
い
す
る
。
 

 
 

町
長
 

福
祉
避
難
所
の
設
置
は
 

町
長
　
新
た
な
建
設
は
難
し
い
 

見
上
 
河
口
・
堰
堤

の
堆
積
物
の

除
去
や
避
難
路
の
整
備
は
。

ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
設

置
の
考
え
は
。
 

夕
凪
団
地
は

河
口
の
堆
積

物
除
去
を
実
施
。
本
館
は

堰
堤
の
土
砂
の
撤
去
、
併

せ
て
、
小
型
の
堰
堤
を
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。
立

石
・
茂
浦
の
避
難
路
に
つ

い
て
は
全
体
的
な
拡
幅
は

困
難
で
あ
る
。
次
に
福
祉

避
難
所
に
つ
い
て
は
「
要

配
慮
者
」
に
あ
た
る
方
の

支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
八
森
保
健
セ
ン
タ
ー
、

塙
川
健
康
セ
ン
タ
ー
や
町

内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
を
避
難
所
と
し
て
い

る
。
新
た
な
建
設
は
難
し

い
。
今
後
、
公
共
施
設
の

新
設
・
改
修
の
際
に
活
用

で
き
る
よ
う
整
備
を
検
討

す
る
。
　
　
 

 

町
長
 

避難路にもなっている狭隘な道路 
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一 般  質 問 一 般  質 問 

水木　壽保 議員 

増えていく耕作放棄地 

積
極
的
に
圃
場
整
備
を
 

町
長
　
圃
場
整
備
は
重
要
課
題
 

水
木
 

町
長
 

能
代
山
本
地

区
の
圃
場
整

備
率
は
全
県
一
低
く
、
そ

の
中
で
も
八
峰
町
は
46
・

8
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
下
位

で
あ
る
。
年
々
高
齢
化
が

進
み
、
若
い
後
継
者
や
農

業
法
人
に
農
地
が
引
き
継

が
れ
て
い
る
が
、
圃
場
条

件
が
悪
く
四
苦
八
苦
し
て

い
る
。
 

 
現
状
の
ま
ま
で
は
、
受

け
手
農
家
や
農
業
法
人
へ

の
農
地
集
積
は
促
進
さ
れ

な
い
と
思
う
。
圃
場
整
備

の
候
補
地
に
10
年
先
ま
で

申
し
込
み
が
あ
る
よ
う
な

の
で
、
町
単
独
の
補
助
事

業
を
用
意
す
る
な
ど
積
極

的
な
関
わ
り
を
持
た
な
い

と
土
地
改
良
に
よ
る
圃
場

整
備
は
進
ま
な
い
と
思
う

が
町
長
の
考
え
は
。
 

圃
場
整
備
の

進
ま
な
い
要

因
と
し
て
、
農
地
関
係
の

相
続
未
登
記
や
費
用
負
担

等
か
ら
一
部
農
家
の
同
意

が
得
ら
れ
な
い
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。
労
働
力
不
足
の

中
で
農
地
を
集
積
し
、
規

模
拡
大
を
図
り
、
農
業
機

械
の
大
型
化
に
よ
る
持
続

可
能
な
農
業
を
実
現
す
る

に
は
圃
場
整
備
は
重
要
課

題
で
あ
る
。
 

 
こ
の
た
め
、
県
や
町
で

は
条
件
を
満
た
し
た
う
え

で
受
益
者
負
担
が
ゼ
ロ
に

な
る
「
農
地
中
間
管
理
機

構
関
連
農
地
整
備
事
業
」

を
準
備
し
、
希
望
す
る
地

域
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
出

向
い
て
説
明
会
や
勉
強
会

を
実
施
し
た
い
。
 

迂
回
路
の
進
捗
状
況
は
 

町
長
　
道
路
と
併
せ
 

早
期
改
修
を
検
討
 

水
木
 

町
長
 

数
年
前
の
豪

雨
で
塙
、
大

信
田
集
落
が
一
時
孤
立
し

た
。
 

　
そ
の
際
、
災
害
時
に
お

け
る
迂
回
路
（
バ
イ
パ
ス
）

の
計
画
案
に
つ
い
て
質
問

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。
 

こ
の
問
題
は
、

少
な
く
と
も

有
事
の
際
に
大
信
田
集
落

を
孤
立
さ
せ
な
い
対
策
と

し
て
の
道
路
改
良
事
業
等

を
検
討
し
、
関
係
す
る
地

権
者
と
協
議
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
亡
く
な
っ
た
方

の
未
相
続
や
登
記
上
の
関

係
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ
暗

礁
に
乗
り
上
げ
た
状
況
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
課
題
が
多
く
時
間
を
要

し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
新
し
い
道
路
の
可
能
性

を
探
り
つ
つ
、
塙
川
の
早

期
改
修
を
検
討
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
 

奈良　聡子 議員 

洋
上
風
力
 

　
漁
業
者
と
直
接
対
話
を
 

町
長
　
漁
協
が
意
見
集
約
し
 

協
議
に
臨
む
 

奈
良
 

奈
良
 

町
長
 

奈
良
 

町
長
 

町
長
 

①
漁
業
者
の

7
割
は
洋
上

風
力
発
電
に
反
対
だ
が
、

声
を
挙
げ
に
く
い
状
況
だ

と
い
う
。
漁
業
者
と
直
接

対
話
の
機
会
を
も
つ
べ
き

で
は
な
い
か
。
 

　
②
由
利
本
荘
市
と
、
に

か
ほ
市
の
陸
上
風
車
付
近

の
住
民
10
人
が
体
調
不
良

を
訴
え
て
い
る
。
低
周
波

と
の
因
果
関
係
が
な
い
と

は
言
え
な
い
と
思
う
。
現

行
の
事
業
計
画
で
は
せ
い

ぜ
い
沖
合
２
k
m
程
度
へ

の
設
置
で
無
謀
な
計
画
だ
。

こ
れ
で
住
民
の
健
康
を
守

れ
る
の
か
。
 

　
③
デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め

た
洋
上
風
力
に
つ
い
て
の

正
し
い
情
報
を
行
政
側
か

ら
住
民
に
提
供
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
 

①
町
で
は
そ

の
事
実
を
把

握
し
て
い
な
い
。
再
エ
ネ

海
域
利
用
法
が
規
定
す
る

協
議
会
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、

漁
業
者
の
意
見
を
集
約
し

た
漁
協
代
表
者
が
意
見
を

述
べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

漁
業
者
と
の
対
話
の
機
会

を
設
け
る
考
え
は
な
い
。
 

　
②
環
境
省
が
平
成
28
年

に
公
表
し
た
報
告
書
で
は
、

風
力
発
電
の
超
低
周
波
音

及
び
低
周
波
音
と
健
康
影

響
と
の
明
ら
か
な
関
連
を

示
す
知
見
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
と
し
て
い
る
。
昨

年
11
月
の
愛
知
県
田
原
市

で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
因

果
関
係
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
町
内
に
も
陸
上
風

車
が
9
基
建
設
さ
れ
て
い

る
が
、
騒
音
や
体
調
の
変

化
に
関
す
る
苦
情
は
な
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
洋

上
風
力
は
陸
上
風
力
よ
り

も
か
な
り
遠
く
に
設
置
さ

れ
る
の
で
、
人
体
へ
の
影

響
の
懸
念
は
よ
り
少
な
く

な
る
と
考
え
て
い
る
。
 

　
③
制
度
上
事
業
者
の
責

任
に
お
い
て
計
画
の
説
明

が
な
さ
れ
、
正
確
な
情
報

が
伝
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。
 

法
定
協
議
会
が
設
置
さ
れ

た
際
は
、
協
議
の
経
過
を

広
報
等
で
周
知
し
、
必
要

に
応
じ
住
民
か
ら
聴
取
し

と
り
ま
と
め
た
意
見
を
協

議
に
反
映
さ
せ
た
い
。
 

賛
成
反
対
ど

ち
ら
の
立
場

の
人
も
協
議
会
の
メ
ン
バ

ー
に
な
る
の
か
。
 

利
害
関
係
者

は
入
る
と
思

う
が
、
メ
ン
バ
ー
は
ま
だ

確
定
し
て
い
な
い
。
 

こ
れ
ま
で
に

議
員
数
人
か

ら
言
わ
れ
た
音
や
振
動
の

影
響
調
査
等
、
協
議
の
場

で
事
業
者
に
要
求
す
る
こ

と
は
で
き
る
か
。
 

出
席
を
求
め

ら
れ
れ
ば
そ

う
し
た
い
。
 

 
 

洋上風力発電（イメージ） 
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高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
湯
っ
こ
ラ
ン
ド
）

に
つ
い
て
 

 　
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
根
強
い
利
用
者
が
お

り
、
老
人
福
祉
増
進
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

源
泉
の
枯
渇
や
施
設
の

大
規
模
改
修
の
必
要
が

生
じ
、
廃
止
と
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
利
用

者
の
理
解
を
得
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
費

用
試
算
を
示
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。 

   　
平
成
30
年
度
の
付
帯

意
見
書
に
も
回
答
し
た

と
お
り
、
湯
っ
こ
ラ
ン

ド
に
つ
い
て
は
、
旧
源

泉
の
枯
渇
や
大
規
模
改

修
が
必
要
に
な
る
ま
で

は
継
続
し
て
い
く
。 

　
今
後
の
改
修
計
画
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
に

濾
過
材
の
交
換（
2
6
4

万
円
）を
行
う
ほ
か
、次

年
度
以
降
に
濾
過
装
置

交
換
修
繕（
1
6
7
万
円
）、

機
械
設
備
修
繕（
1
4
0

万
円
）、揚
湯
菅
工
事（
ポ

ン
プ
1
5
0
ｍ
地
点
か

ら
地
上
ま
で
の
汲
み
上

げ
）（
2
0
0
万
円
）
が

見
込
ま
れ
、
現
段
階
に

お
け
る
次
年
度
以
降
の

修
繕
費
用
の
合
計
は

5
0
7
万
円
を
予
定
し

て
い
る
。 

　
旧
源
泉
が
枯
渇
す
る

時
期
は
不
明
だ
が
、
新

源
泉
が
で
き
た
こ
と
に

よ
り
、
旧
源
泉
か
ら
ハ

タ
ハ
タ
館
へ
の
給
湯
が

な
く
な
っ
た
の
で
、
湯

量
に
つ
い
て
は
旧
源
泉

が
枯
渇
す
る
時
期
は
遅

く
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。 

　
ま
た
新
源
泉
に
つ
い

て
は
、建
設
時
に
お
い
て
、

新
源
泉
を
送
湯
す
る
ポ

ン
プ
能
力
、
送
湯
パ
イ

プ
の
管
径
、
源
泉
タ
ン

ク
の
容
量
、
濾
過
ポ
ン

プ
能
力
、
製
品
タ
ン
ク

の
容
量
な
ど
が
、
ハ
タ

ハ
タ
館
の
み
に
送
湯
す

る
と
い
う
前
提
で
計
画

さ
れ
て
い
る
た
め
、
旧

源
泉
が
枯
渇
し
た
場
合

に
、
新
源
泉
の
送
湯
設

備
を
利
用
し
て
新
源
泉

か
ら
湯
っ
こ
ラ
ン
ド
へ

送
湯
す
る
こ
と
は
不
可

能
な
状
況
で
あ
る
。 

　
し
た
が
っ
て
、
旧
源

泉
が
枯
渇
し
た
場
合
、

新
源
泉
か
ら
湯
っ
こ
ラ

ン
ド
へ
送
湯
す
る
に
は
、

新
源
泉
の
送
湯
設
備
と

同
じ
く
ら
い
の
整
備
費

が
必
要
に
な
る
も
の
と

見
込
ま
れ
る
。ち
な
み
に
、

新
源
泉
の
送
湯
設
備
に

つ
い
て
は
、
新
源
泉
管

理
棟
建
築
工
事
、
そ
の

設
計
委
託
、
機
械
設
備

工
事
と
し
て
、
合
計
で

約
6
1
0
0
万
円
を
支

出
し
て
い
る
。 

　
老
朽
化
に
よ
り
建
て

替
え
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
規
模

に
す
る
か
に
も
よ
る
が
、

さ
ら
に
建
設
工
事
費
が

必
要
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。 

   　
子
ど
も
園
電
子

黒
板
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
 

 　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
充
実
の

た
め
、
子
ど
も
園
に
導

入
し
た
電
子
黒
板
が
現

状
で
は
十
分
に
活
用
さ

れ
て
い
る
と
認
め
が
た

い
。
有
効
活
用
を
図
る

こ
と
。 

   　
子
ど
も
園
の
電
子
黒

板
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
、
幼
児
教

育
の
課
題
解
決
及
び
幼

児
教
育
か
ら
小
学
校
教

育
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
を
実
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
八
峰
町
全
体
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
、
小
中
学

校
教
育
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

町
内
3
子
ど
も
園
に
導

入
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
各
子
ど
も
園
で
は
こ

れ
ま
で
、
行
事
を
動
画

撮
影
し
反
復
練
習
等
に

活
用
し
て
い
た
が
、
学

習
面
で
の
利
用
は
十
分

で
な
い
状
況
に
あ
っ
た

の
で
、今
後
は
、各
子
ど

も
園
の
年
間
利
用
計
画

を
見
直
し
、
無
料
学
習

ソ
フ
ト
等
を
活
用
し
な

が
ら
、
園
児
が
電
子
黒

板
に
馴
染
め
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。 

  

 　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

栽
培
事
業
に
つ
い

て
 

 　
職
員
が
栽
培
指
導
を

受
け
て
か
ら
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
栽
培
を
町
内
に

広
め
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
最
初
に
栽
培

希
望
の
需
要
調
査
を
行

い
、
希
望
者
が
直
接
栽

培
指
導
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
事
業
を
検
討
す

る
こ
と
。 

   　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
寒

冷
地
に
適
す
る
品
種
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
町
内

で
も
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
方
々
が
い
る
が
、

栽
培
者
の
取
り
組
み
実

績
が
新
し
い
こ
と
か
ら
、

事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
に
は
、
県

内
や
町
内
の
先
進
者
等

か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
栽
培
技
術
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。 

　
農
業
を
魅
力
あ
る
産

業
に
す
る
た
め
に
は
、

野
菜
、大
豆
、ソ
バ
な
ど

の
付
加
価
値
が
高
い
作

物
と
の
複
合
経
営
へ
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も

複
合
経
営
の
品
目
の
一

つ
と
し
て
定
着
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
、
八
峰

町
の
気
候
に
あ
っ
た
品

種
の
絞
り
込
み
を
始
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
に
あ

っ
た
肥
培
管
理
方
法
な

ど
、
い
き
な
り
参
入
す

る
農
家
の
リ
ス
ク
部
分

を
軽
減
す
る
た
め
、
ま

ず
は
町
有
農
園
で
実
証

栽
培
を
行
い
、
一
定
の

栽
培
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
積
み
重
ね
て
か
ら
、

農
家
へ
技
術
移
転
す
る

方
法
が
有
効
で
あ
る
と

考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
ま
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

に
つ
い
て
は
、
普
通
の

野
菜
と
違
っ
て
酸
性
の

土
壌
で
な
け
れ
ば
育
た

な
い
と
い
う
特
性
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
肥
料

代
が
高
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
。現
在
、市
販
さ

れ
て
い
る
高
い
肥
料
で

は
な
く
、
菌
床
シ
イ
タ

ケ
の
使
い
終
わ
っ
た
ホ

ダ
木
と
や
ま
砂
や
普
通

の
土
を
混
ぜ
た
も
の
を

肥
料
と
し
て
活
用
し
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実
を

な
ら
せ
て
い
る
方
も
い

る
の
で
、
こ
の
分
野
の

研
究
に
も
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

　
ま
た
、今
年
度
か
ら
、

す
べ
て
の
事
業
に
つ
い

て
、
3
年
間
と
い
う
終

期
を
設
定
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
の
で
、
そ
の

段
階
で
、
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
評
価
し
、

事
業
の
廃
止
も
含
め
て
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
方

針
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。 

　
な
お
、
栽
培
へ
の
取

り
組
み
を
希
望
す
る
方
々

へ
は
、
町
の
広
報
等
で

研
修
内
容
や
研
修
日
時

な
ど
を
広
く
情
報
提
供

し
、
栽
培
指
導
者
と
直

接
意
見
交
換
で
き
る
場

を
設
け
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
く
。 

   　
生
薬
栽
培
の
採

算
性
の
検
証
に
つ

い
て
 

 　
生
産
量
不
足
等
か
ら

生
産
費
が
売
渡
価
格
を

上
回
り
、
そ
の
差
額
を

町
が
負
担
し
て
い
く
の

で
は
生
薬
栽
培
の
普
及

の
見
通
し
が
立
た
な
い
。

生
薬
栽
培
の
採
算
性
を

検
証
す
る
こ
と
。 

   　
生
薬
に
つ
い
て
は
、

米
以
外
の
作
物
で
農
家

の
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
野
菜
や
大
豆
、ソ
バ
、

菌
床
シ
イ
タ
ケ
な
ど
付

加
価
値
の
高
い
作
物
と

の
複
合
経
営
の
新
た
な

作
物
と
し
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

　
の
ど
飴
等
の
原
料
と

な
る
生
薬
の
国
内
自
給

率
は
約
10
％
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど

中
国
に
依
存
し
、
中
で

も
キ
キ
ョ
ウ
は
す
べ
て

の
原
料
が
中
国
と
な
っ

て
い
る
。
中
国
か
ら
の

輸
入
価
格
は
生
薬
品
目

全
般
に
わ
た
っ
て
高
く

な
っ
て
い
る
も
の
の
、

国
内
産
の
1
／
2
程
度

の
価
格
で
あ
る
。 

　
町
と
し
て
は
、
現
在

の
買
い
取
り
単
価
で
は

生
産
費
が
ま
か
な
え
な

い
こ
と
か
ら
、
単
価
の

増
額
を
要
望
し
て
い
く

と
と
も
に
、
生
産
費
を

抑
え
る
た
め
平
成
30
年

度
に
整
備
し
た
施
設
や

調
整
機
械
な
ど
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
作
業
の

効
率
化
に
努
め
、
コ
ス

ト
低
減
に
取
り
組
ん
で

い
く
。 

　
一
方
、
生
産
量
の
安

定
確
保
の
た
め
に
は
単

収
の
増
大
が
不
可
欠
で

あ
り
、
現
在
10
ａ
当
た

り
の
収
穫
量
10
〜
20
k

ｇ
を
、
今
後
は
収
量
増

に
つ
な
が
る
定
植
方
法

で
の
栽
培
を
実
践
し

1
0
0
k
ｇ
ま
で
増
や

す
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
る
。
し
か
し
キ
キ
ョ

ウ
は
、
国
内
で
の
栽
培

技
術
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
町
で

は
東
京
生
薬
協
会
の
栽

培
指
導
員
か
ら
肥
培
管

理
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
2
年
1
作

の
作
物
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
栽
培
デ
ー
タ
の

収
集
時
間
等
に
よ
り
栽

培
技
術
の
確
立
に
は
あ

る
程
度
の
時
間
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。 

　
ま
た
、
生
薬
の
栽
培

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
町
内
の
飲
食
店

等
が
開
発
し
た
、
規
格

外
の
キ
キ
ョ
ウ
を
活
用

し
た
薬
膳
メ
ニ
ュ
ー
が

大
変
好
評
を
得
て
お
り
、

栽
培
農
家
の
収
入
増
に

つ
な
が
る
見
込
み
の
ほ

か
、取
引
先
で
あ
る「
龍

角
散
」
の
全
国
的
な
広

告
宣
伝
に
よ
り
、「
山
手

線
」
の
電
車
の
中
で
八

峰
町
の
名
前
入
り
の
生

薬
栽
培
の
ポ
ス
タ
ー
が

見
受
け
ら
れ
、ま
た
、首

都
圏
の
方
々
か
ら
「
ポ

ス
タ
ー
み
た
よ
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、

八
峰
町
の
知
名
度
向
上

に
も
貢
献
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。 

   　
給
食
費
の
料
金

等
の
見
直
し
に
つ

い
て
 

 　
諸
物
価
の
高
騰
等
に

よ
り
賄
材
料
費
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
保
護
者

半
額
負
担
の
原
則
が
崩

れ
て
い
る
。
安
心
安
全

な
給
食
を
維
持
す
る
た

め
に
も
給
食
費
の
見
直

し
を
図
る
こ
と
。 

   　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
摂
取
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
栄

養
価
を
考
え
た
給
食
を

提
供
し
て
い
る
が
、
現

在
の
給
食
費
は
平
成
14

年
に
設
定
さ
れ
た
安
い

料
金
の
ま
ま
で
あ
り
必

要
な
給
食
材
料
費
を
賄

う
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
不
足
分
を
町

が
負
担
し
て
い
た
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、平
成
27
年
度
か
ら
、

町
が
給
食
費
の
1
／
2

を
補
助
す
る
支
援
策
を

実
施
し
て
い
る
が
、
平

成
14
年
に
設
定
さ
れ
た

安
い
料
金
の
1
／
2
補

助
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
際
は
1
／
2
以
上
の

負
担
を
町
が
行
っ
て
き

て
い
る
。 

　
今
後
は
、
保
護
者
に

給
食
費
の
現
況
を
説
明

し
、
ま
た
関
係
者
と
協

議
し
な
が
ら
、
適
正
な

料
金
及
び
適
正
な
制
度

に
見
直
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

意
見
１
 

意
見
２
 

意
見
４
 

意
見
５
 

意
見
３
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

適切な予算執行に向けて適切な予算執行に向けて 適切な予算執行に向けて適切な予算執行に向けて 適切な予算執行に向けて 
（予算審査付帯意見回答） 

　３月定例会で、適切な予算の執行にあたり、予算特別委員会から町当局に提出
した付帯意見に対しての回答です。（※回答は令和元年５月29日現在のもの） 


